
駿東伊豆消防組合

NO.1４ 令和２年３月発行

■ ２月定例会の概要・・・・・・・Ｐ２

■ 議案質疑・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３

■ 一般質問・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４

■ 令和２年度予算概要・・・・ Ｐ６

災害対応訓練

目 次

駿東伊豆消防組合 構成市町

沼津市 ・ 伊東市 ・ 伊豆市 ・ 伊豆の国市 ・ 東伊豆町 ・ 函南町 ・ 清水町

東京2020オリンピック・パラリンピック 自転車競技会場 伊豆ベロドローム



＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

認第１号

 

議第２号

議第３号

本改正は、平成25年10月３日に総務省消防庁から「震災時等における危険物の仮
貯蔵・仮取扱い等の安全対策及び手続きについて」が通知され、手数料の減免措置
等が示され、また、令和元年10月23日に「令和元年台風19号に対応した消防関係
手数料の減免措置について」が通知され、消防法第11条の規定により危険物施設の
設置・変更許可を求める場合にも、その手数料の徴収については、これを行わない
ことができることが示されました。本組合においても、今後南海トラフ大地震等の
発生や台風等の自然災害により同様の事態が想定されることから、危険物に係る手
数料の免除措置について、所要の改正を行うものです。

可決

駿東伊豆消防組合手数料条
例の一部改正について

議第５号 令和２年度歳入歳出予算の総額は、それぞれ62億855万6,000円と定めるもので
す。本予算は、前年度当初予算と比較すると1,030万円の増額となりますが、増額
の主な理由は、平成29年度及び平成30年度起債の元金償還、オリンピック、パラ
リンピック競技大会の警備関連経費や人事院勧告による人件費などによるもので
す。

可決
令和２年度駿東伊豆消防組
合会計予算について

本補正予算案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ655万5,000円を追加
し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ63億2,829万3,000円とするもので
す。

可決令和元年度駿東伊豆消防組
合会計補正予算（第２回）
について

議第４号 本改正は、駿東伊豆消防組合規約が構成市町の協議により、令和元年11月に変更さ
れ、個別経費であった消防署所の運営に係る経費が、共通経費化されたことに伴
い、所要の改正を行うものです。

可決駿東伊豆消防組合基金条例
の一部改正について

本組合監査委員の任期は、駿東伊豆消防組合規約第13条第２項により、識見を有す
る者から選任される監査委員は４年となっています。この度、識見を有する監査委
員から退職願が提出されたため、新たな監査委員について、地方自治法第196条第
１項の規定に基づき、議会の同意を求めるものです。

同意
監査委員の選任について
（識見を有する者）

議第１号 本案は、静岡県市町総合事務組合からの通知により、静岡県市町総合事務組合規約
の一部変更を行うため、構成団体において、議会への議案提出を求められたもので
す。

可決静岡県市町総合事務組合規
約の一部変更について

第 10　   消防行政に対する一般質問

第 11　   議会運営委員会の閉会中の継続調査

＜ 　議 案 一 覧 　＞

議案名 内　容 議決結果

第　２　　諸般の報告

 
　令和２年第1回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和２年2月6日（木曜日）午後２時00分　開会

第　１　　会議録署名議員の指名

第　７　　議第　３号　令和元年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第２回）について

第　８　　議第　４号　駿東伊豆消防組合基金条例の一部改正について

第　９　　議第　５号　令和２年度駿東伊豆消防組合会計予算について　　

第　３　　会期の決定

第　４　　認第　１号　監査委員の選任について（識見を有する者）

第　５　　議第　１号　静岡県市町総合事務組合規約の一部変更について

第　６　　議第　２号　駿東伊豆消防組合手数料条例の一部改正について　

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２



消

防

資

機

材

整

備

事

業

の

消

防

ホ
ー
ス
・
空
気
ボ
ン
ベ
等
、
水
難
救
助

資
機
材
及
び
オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会
関

連
資
機
材
は
ど
の
よ
う
な
資
機
材
で
、

予
算
額
は
い
く
ら
か
。

警
防
救
急
課
長

消
防
ホ
ー
ス
・

空
気
ボ
ン
ベ
等
に
つ
い
て
は
、
消
火
活

動
に
使
用
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
が
２
４

１
本
で
８
６
８
万
２
，
３
０
０
円
、
空

気
呼
吸
器
用
の
空
気
ボ
ン
ベ
が
４
４
本

で
６
７
７
万
６
，
０
０
０
円
、
無
線
機

が
４
台
で
９
６
万
４
，
０
５
０
円
、
そ

の
他
A
E
D
等
で
６
５
万
７
，
５
８
０

円
を
計
上
。

水
難
救
助
資
機
材
に
つ
い
て
は
、
ウ

レ
タ
ン
ボ
ー
ト
及
び
船
外
機
一
式
で
３

９
３
万
４
，
１
５
０
円
、
水
難
救
助
用

訓
練
人
形
等
の
水
難
救
助
用
備
品
で
１

４
６
万
１
，
４
０
０
円
、
潜
水
器
具
が

６
セ
ッ
ト
で
１
１
５
万
６
，
３
２
０
円

を
計
上
。

オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会
関
連
資
機
材

に
つ
い
て
は
、
テ
ロ
災
害
発
生
時
の
消

防
活
動
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
必
要
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議案の質疑については以下のとおりです

な
資
機
材
を
４
項
目
予
算
計
上
し
た
。

１
つ
目
と
し
て
テ
ロ
災
害
へ
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
の
化
学
剤
検
知
器
と
し

て
気
体
用
１
台
、
個
体
及
び
液
体
用
１
台

の
合
計
２
台
が
２
，
３
９
２
万
５
，
０

０
０
円
。

２
つ
目
と
し
て
、
化
学
剤
に
汚
染
さ
れ

た
負
傷
者
や
活
動
隊
員
を
洗
浄
す
る
た

め
の
除
染
シ

ャ
ワ
ー

２
セ
ッ
ト
が
５

０

６
万
円
。

３
つ
目
と
し
て
、
多
数
の
傷
病
者
を
一

時
的
に
収
容
す
る
た
め
の
テ
ン
ト
８
張

り
が
３
６
９
万
６
，
０
０
０
円
。

４
つ
目
と
し
て
、
化
学
剤
な
ど
の
危
険

物
資
が
蔓
延
し
て
い
る
現
場
で
活
動
す

る
た
め
の
陽
圧
式
化
学
防
護
服
６
着
が

１
８
０
万
８
，
４
０
０
円
で
あ
る
。

第
３
方
面
に
水
難
救
助
隊
を
配
置

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
１
方
面
や
第

２
方
面
に
は
す
で
に
水
難
救
助
隊
が
あ

る
の
か
。

警
防
救
急
課
長

第
１
方
面
及
び

第
２
方
面
に
お
い
て
は
、
組
合
発
足
前
か

ら
水
難
救
助
隊
を
設
置
し
て
い
る
。

第
一
回
定
例
会
で
は
、
二
人
の
議
員

か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

重
岡
秀
子

議
員

分
担
金
及
び
負
担
金
の
状
況
の
中
で

増
額
が
大
き
い
市
町
と
そ
う
で
な
い
市
町

が
あ
る
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
部
長

主
な
要
因
と
し
て
は
、

予
算
額
の
８
１
．
５
１
％
を
占
め
る
人
件

費
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
組
合
発
足
後
に
採
用
し

た
職
員
は
共
通
経
費
と
し
て
、
構
成
市
町

の
負
担
割
合
に
よ
り
負
担
し
て
い
た
だ
く

が
、
組
合
発
足
前
に
採
用
さ
れ
た
職
員
の

人
件
費
は
、
採
用
元
の
市
町
が
個
別
経
費

と
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該

年
度
に
お
け
る
退
職
者
数
の
違
い
に
よ
り
、

市
町
の
負
担
額
の
増
減
が
発
生
す
る
。

負
担
額
の
大
き
い
清
水
町
は
退
職
者

が
少
な
く
、
負
担
額
が
大
き
く
な
い
沼
津

市
は
退
職
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
の
中
で
、

新
規
採
用
職
員
２
１
人
分
の
人
件
費
を
そ

れ
ぞ
れ
が
負
担
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理

解
で
よ
ろ
し
い
か
。

消
防
部
長

清
水
町
は
退
職
者
が
な

く
、
沼
津
市
は
退
職
者
が
多
い
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
。



杉
村

清

議
員

緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
応
援
に

来
る
都
道
府
県
と
そ
の
登
録
数
は
。
ま

た
、
登
録
さ
れ
て
い
る
隊
数
が
全
て
応

援
に
来
る
の
か
。

警
防
救
急
課
長

静
岡
県
の
応
援

に
派
遣
さ
れ
る
都
道
府
県
は
、
即
時
応

援
都
道
府
県
大
隊
と
し
て
青
森
県
、
岩

手
県
、
山
形
県
及
び
埼
玉
県
の
４
県
、
被

害
確
認
後
応
援
都
道
府
県
大
隊
と
し
て

茨
城
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
神
奈
川

県
の
４
都
県
で
合
計
８
都
県
の
大
隊
が

派
遣
さ
れ
、
８
都
県
の
合
計
登
録
数
は

１
，
６
９
２
隊
で
あ
る
。

実
際
に
応
援
派
遣
さ
れ
る
隊
数
は
応

援
側
都
県
の
災
害
対
応
状
況
や
各
消
防

本
部
の
事
情
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
た
め
、

登
録
隊
が
全
て
派
遣
さ
れ
る
訳
で
は
な

い
。

伊
豆
半
島
の
西
側
と
東
側
に
管
轄

区
域
が
あ
り
、
消
防
力
を
分
散
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人

的
支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
対
応

は
可
能
か
。
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主な質問項目

警
防
救
急
課
長

東
部
地
区
に
お
い

て
は
、
東
部
総
合
庁
舎
に
「
東
部
方
面
調
整

本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
本
消
防
組
合
の
職
員

を
構
成
員
と
し
て
派
遣
し
、
大
隊
の
割
り

振
り
等
を
行
う
こ
と
か
ら
、
対
応
は
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。

緊
急
消
防
援
助
隊
の
宿
営
地
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

警
防
救
急
課
長

本
消
防
組
合
管
内

の
宿
営
地
は
、
沼
津
市
の
県
立
沼
津
城
北

高
校
、
清
水
町
の
卸
団
地
組
合
会
館
、
函

南
町
の
狩
野
川
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
伊

東
市
の
伊
東
競
輪
場
東
口
駐
車
場
及
び
東

伊
豆
町
の
旧
ア
ス
ド
会
館
を
指
定
し
て
い

る
。

第
一
回
定
例
会
で
は
、
二
人
の
議
員
が

消
防
行
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会
の
警
備
体

制
は
、
人
員
と
車
両
・
機
材
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
取
ら
れ
る
の
か
。

警
防
救
急
課
長

警
備
体
制
に
つ

い
て
は
、
消
防
本
部
内
に
警
備
本
部
を
設

置
す
る
と
と
も
に
会
場
施
設
に
、
現
地
警

備
本
部
を
設
置
し
、
現
地
に
お
け
る
警
備

の
指
揮
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制

を
確
立
す
る
。

車
両
に
つ
い
て
は
、
会
場
施
設
に
非
常

用
の
消
防
車
及
び
救
急
車
を
配
備
し
、
機

材
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会

関
連
資
機
材
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

テ
ロ
災
害
等
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。オ

リ
・
パ
ラ
関
連
支
出
と
そ
れ
に

対
す
る
国
等
か
ら
の
財
源
措
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

警
防
救
急
課
長

関
連
支
出
と
し

て
、
人
件
費
６
３
９
万
７
，
５
０
６
円
を

計
上
、
資
機
材
の
消
耗
品
等
の
経
費
と
し

て
、
３
０
６
万
８
，
９
２
６
円
を
計
上
、

テ
ロ
災
害
対
応
用
資
機
材
に
つ
い
て
は
、

全
額
県
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

山
田
直
志

議
員



山
田
直
志

議
員

職
員

の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

く
保
つ
た
め
の
対
策
等
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

消
防
部
長

火
災
出
動
や
救
急

出
動
を
は
じ
め
と
し
た
消
防
業
務
に

応
じ
て
支
給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に

つ
い
て
は
、
同
じ
業
務
を
行
う
こ
と
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
職
員
の
意
欲
を
高
く
保
つ
た

め
に
、
平
成
2
9
年
４
月
に
統
一
し
、

併
せ
て
、
休
日
勤
務
手
当
や
時
間
外
勤

務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
も
統
一
し

た
。

現
在
、
組
合
の
条
例
に
基
づ
い
て

統
一
さ
れ
た
給
与
を
支
給
さ
れ
て
い

る
職
員
は
何
人
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
、
広
域
化
後
に
採
用
さ
れ
た
職
員

は
現
在
何
人
い
る
か
。

消
防
部
長

平
成
３
１
年
４
月

１
日
現
在
、
組
合
の
条
例
に
基
づ
い
て

統
一
さ
れ
た
給
与
を
支
給
し
て
い
る

職
員
は
3
0
3
人
で
、
う
ち
、
組
合
発

足
後
に
採
用
し
た
職
員
は
９
５
人
と

な
る
。
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職
員
の
通
勤
時
間
は
ど
う
い
う
状

況
か
。
０
～
３
０
分
、
３
０
～
６
０
分
、
６

０
～
９
０
分
、
９
０
分
以
上
の
区
分
で
説

明
さ
れ
た
い
。

消
防
部
長

組
合
発
足
以
降
、
通
勤

時
間
に
つ
い
て
の
統
計
は
取
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
御
質
問
に
対
す
る
資
料
は

な
い
。組

合
に
な
っ
て
か
ら
各
年
度
に
職

員
の
通
勤
中
の
交
通
事
故
は
な
い
か
。

消
防
部
長

平
成
２
８
年
４
月
の

組
合
発
足
以
降
、
通
勤
中
の
交
通
事
故
は
、

平
成
２
８
年
度
に
６
件
、
平
成
２
９
年
度

に
１
０
件
、
平
成
３
０
年
度
に
８
件
、
令

和
元
年
度
は
本
日
ま
で
に
１
３
件
発
生

し
て
い
る
。

通
勤
時
間
６
０
分
を
超
え
る
職
員

の
心
身
の
健
康
状
態
は
ど
う
か
。

消
防
部
長

通
勤
時
間
６
０
分
を

超
え
る
職
員
に
関
す
る
資
料
が
な
い
た

め
対
象
と
な
る
職
員
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断

及
び
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に

実
施
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

警
察
・
自
衛
隊
も
都
道
府
県
か
ら

の
派
遣
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
駿
東

伊
豆
消
防
本
部
と
の
相
互
連
携
は
可
能

な
の
か
。

警
防
救
急
課
長

東
部
地
区
に
お

け
る
関
係
機
関
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、

「
東
部
方
面
調
整
本
部
」
に
県
、
市
町
、
消

防
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
各
社
の
連
絡
員
が
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
１
月
と

８
月
に
合
同
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で

顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て
い
る
こ

と
か
ら
情
報
の
共
有
、
活
動
支
援
等
の

相
互
連
携
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

職
員
の
給
与
の
統
一
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

消
防
部
長

職
員
の
給
与
の
統
一

に
つ
い
て
は
、
旧
田
方
地
区
消
防
組
合

職
員
以
外
の
組
合
発
足
前
に
採
用
さ
れ

た
職
員
は
、
構
成
市
町
の
行
政
職
員
と

の
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
組

合
で
勤
務
す
る
全
て
の
職
員
間
の
給
与

の
統
一
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

長
時
間
の
通
勤
時
間
の
解
消
に
つ

い
て
、
改
善
の
考
え
は
あ
る
か
。

消
防
部
長

効
率
的
な
組
織
運
営

を
図
る
た
め
に
は
、
職
員
を
適
材
適
所
に

配
置
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
勤

時
間
が
長
く
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
こ
と
と
考
え
て
い
る
が
、
職
員
か
ら
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
改
善
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
検
討
し
て
い
く
。

長
時
間
の
通
勤
は
、
心
身
の
健
康
を

害
す
る
と
い
う
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
消
防
組
合
と
し
て
、
職
員
の
現
状

を
把
握
し
、
統
計
も
取
っ
て
、
今
後
の
職

員
の
心
身
の
健
康
管
理
を
是
非
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

消
防
部
長

職
員
が
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る

よ
う
で
あ
れ

ば
、
統
計
を

取
る
こ
と
も

含
め
て
、
そ

の
対
応
に
つ

い
て
検
討
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

る
。



１議会費

２総務費

３消防費

４公債費

５予備費

※構成比（%）は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

比較増減額

１,０3０万円

伸び率

0.17%

合　　計

204,895

款　別

歳出 （単位：千円）

5,000

構成比

0.0%

0.5%

96.1%

3.3%

歳出予算額

令和２年度予算額

6２億８５５万6千円

歳入

6,208,556

歳入予算額

令和元年度予算額

6１億９,８２５万６千円

10組合債

合　　計

５財産収入

６寄付金

７繰入金

８繰越金

９諸収入

1分担金及び負担金

2使用料及び手数料

58,646

4,294

1

23,789

6

3.8%

26,274

237,000

5,851,748

6,598

200

0.1%

0.0%

款　別

３国庫支出金

４県支出金

100%
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0.9%

0.1%

0.0%

0.4%

0.0%

0.4%
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6,208,556

0.1%

100%

1,141

33,000

5,964,520

構成比

94.3%

令和２年度予算を可決しました！

分担金及び負担金
94.3%

組合債
3.8%

繰入金
0.4%

県支出金
0.9%

諸収入
0.4%

使用料及び手数料
0.1%

財産収入
0.1%

総務費
0.5%

消防費
96.1%

公債費
3.3%

予備費
0.1%

令和２年度予算の重点事業を紹介します。
１ 令和２年度は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が、管轄地域内で開催されることから、

消防としての万全な警備体制を構築することにより、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の

成功に貢献します。

２ 車両整備事業として、高規格救急自動車３台を更新整備し、増加傾向にある救急需要への対応強化

を図るとともに、高度救助隊に配備されている老朽化の激しい救助工作車を更新整備します。さらに、

第３方面に未設置であった水難救助隊を令和２年度内に設置するため、水難救助車を整備し、救助事

案への対応強化を始め、消防活動体制の充実・強化を図ります。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ６

総額６２億８５５万６千円

歳出総額

６２億

８５５万６千円

歳入総額

６２億

８５５万６千円

歳 出歳 入


